
























































の影響をうけて神 的性絡を帯びたと批判されるが それでもなお、法学においては、法の論理解釈 至上の方法として採用され ことは重要である。神学が聖書に対した如くに法学は法的内に対せよ、というのは中世の
に課せられた基本命題であり、それ放に、中肢の法学




































































































































































































































































































































































































































































































































































































とが来十中鋤笠らによって円十くから日本に知らされていたことなどを期山としてあげること できるが、そのほかに、維新政権をめぐる諸滞の動きも大きく作用したように思われる。例えば 大蔵省や内務省の要織に畿陣中や長州の出身者 ついたのに対し、そこでの出位を断念せざるをえなかった諾滞の出身者が司法省で問洋法 論却の修得に懸命になったのではないか、など こと 、これからさらに検討されなければ' らない問題であるように忠われる。そのほか、東京における法学教脊のはじまりを考えるためには、附佼
応義弘夜間法律科をはじめ、東京法学社( ちに東京法学校・和仏法律や校止をへて法政大学と る)・明治法律学校(明治大学)・東京専門学校(早稲me火予)・専修学校(専修大学)・英古利 律学校(中央大学)など、明治十作代に東京で多くの私立法律学校が設立され ことにもふれなければならないが、司法省仏国法律学科の設授とくらべる 、その は時代が下るので、別の機会をえて検討す ことにしたい。いままでのべてきたような東京ではじまった法学教脊に対して、大














で明治の法学がはじまったといわなければならない。大阪でもフランス法学の影響は、司法省の法学教育を通じてあらわれるのであるが、そ ごくはじめに文部省管轄の大阪開明学校でのお似い外国人の問題 おこってい 。大阪開明学校で従米フランス人教




























































































































































































































































































































































































































































したところが、なかなか読み下せなく 苦労した。オランダ認の知識が皆無であるわたくしにはあたりまえのことであるが、そんなわたくしに言語文化部の永的大典氏が、親切に読み方を教え くだすっ 。氷，的先生にも浮く御礼申しあげる。
(くまがい
かいさく
大阪大学法学部)
